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このところ、毎年・毎月天候がおかしくなっ

ていると書いているような気がしています。

もう八月になるというのに北陸は、未だに梅

雨があける気配すらありません。

その一方で、自宅では赤とんぼが舞い始めた

との報。梅雨に赤とんぼ…。これでは俳句の季

語はどうすれば良いのでしょうか？風光明媚・

四季豊かなこの国の季節が壊れ、文化・風情面

にも影響が及びつつあります。

思えば今から40年ほど前のオイルショックの

際、大都市・札幌にいた私の家族は商店の店先

から売り物が消えるという衝撃的な体験をして

います。当時中学生だった私は、日々の生活に

追われる母の後姿を観て、密かに自給農家とな

ることを決意したものです。

今では能登で細々とした自給農家・漁家であ

る家内の家を終末だけ手伝っていますので、当

面の食糧に困ることはありません。ところが、

各地で繰り返される災害・天変地異・気候変動

がこれ以上激しさを増すなら、猫の額ほどの田

畑から取れる米・野菜も、肝心の収穫が危ぶま

れます。

現に、山から猪・熊、はては鹿など大型の獣

が降りて荒らす獣害、天候不良による病原菌の

発生で折角の作物が収穫後に腐るなどという現

象も起こっています。

他方、「賞味期限」という魔法の経済原理で

大量の食物が廃棄され続けています。鰻の稚魚

枯渇による高騰を見るまでも無く、この国の食

環境は確実に崩壊しつつあると、強く感じるの

は「現場」に近いからでしょうか？

自給農家も食べられなくなる時代がくれば、

都市民はいうまでもなく、なす術がありませ

ん。なけなしの札束を握り締めて、店店を走り

回るつもりでしょうか？

40年前の教訓が生かされますように。（は）

編集室から

このニュースは、計画に携わる若手の技術
者を育てることを目的に発行を始めました。

その後、計画という仕事の内容や、普段、
計画マンがどのようなことを考えているのか
などに触れて、少しでも業界を知っていただ
ければと考えて編集しています。

真夏の奈良公園にて

by ham a

本ニュースにレギュラー執筆

していただいている川畠さん

が「能登の夜市」の姉妹店を

開店されました。

上京された際、ご利用になっ

てみてください。

もちろん、川畠さんご自身も

お店に立っておられます。

日本酒バルChintara

03-6427-8183

17:00～24:00

金曜17:00～28:00日曜祝休

渋谷区道玄坂2-19-3ライオンズマン

ション道玄坂1階



濱
の
つ
ぶ
や
き

『

世
界
標
準

』

近
頃
、
最
新
の
脳
科
学
・
心
理
学
に
つ
い
て
見
聞
す
る
こ
と
が
増

え
た
。
あ
る
研
究
に
よ
る
と
、
脳
の
感
情
を
掌
る
部
位
に
損
傷
を
受
け

た
患
者
は
、
意
思
決
定
が
で
き
な
く
な
る
と
い
う
。
こ
の
症
例
か
ら

「
人
間
の
意
思
決
定
は
、
感
情
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
（
深
く
影
響
し

て
）
い
る
」
と
い
う
説
が
提
唱
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
別
な
研
究
に
よ

る
と
、
感
情
は
記
憶
に
影
響
を
受
け
て
い
る
と
い
う
。

こ
れ
ら
の
説
を
統
合
す
る
と
「
人
は
記
憶
か
ら
感
情
を
起
こ
し
、

そ
れ
に
よ
っ
て
意
思
決
定
し
て
い
る
」
と
理
解
で
き
る
。
つ
ま
り
、

我
々
は
気
付
く
・
気
付
か
ぬ
に
関
ら
ず
、
記
憶
に
よ
っ
て
操
ら
れ
て

い
る
節
が
あ
る
よ
う
な
の
だ
。
そ
の
割
合
が
大
き
い
人
ほ
ど
、
全
く

新
し
い
事
に
挑
戦
す
る
意
思
決
定
が
困
難
な
の
で
あ
ろ
う
。

近
隣
諸
国
に
目
を
向
け
る
と
最
近
、
特
に
関
係
性
が
危
う
く

な
っ
て
い
る
報
道
が
目
に
付
く
。

彼
の
国
は
、
首
脳
陣
で
さ
え
子
女
を
海
外
に
留
学
さ
せ
、
個
人
資

産
も
海
外
に
移
転
さ
せ
て
あ
る
ら
し
い
。
自
国
を
全
く
信
用
し
て

い
な
い
国
家
元
首
に
よ
る
政
治
。
こ
の
国
か
ら
眺
め
る
と
全
く
理

解
で
き
な
い
構
造
と
感
じ
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
が
、
彼
の
国
で
は
家
族
以
外
は
信
用
で
き
ぬ
・
騙
さ
れ
て

は
な
ら
ぬ
と
説
か
れ
続
け
る
と
い
う
。

日
本
は
、
つ
く
づ
く
良
い
国
だ
と
思
う
。
お
お
よ
そ
何
処
の
家
庭

も
そ
ん
な
教
育
は
し
て
い
な
い
こ
と
だ
ろ
う
。
む
し
ろ
、
親
も
気
付

か
ぬ
う
ち
に
、
「
清
き
明
き
心
」
こ
そ
最
上
と
教
え
伝
え
ら
れ
て
き

た
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
が
災
害
時
に
も
略
奪
・
暴
動
の
起
こ
ら
な

い
国
と
な
っ
て
現
れ
る
。
こ
の
国
と
は
、
そ
ん
な
民
の
国
な
の
で
あ

今
年
三
月
三
十
一
日
正
午
、
石
川
県
内
の
有
料
道
路
三

路
線
が
一
斉
に
無
料
化
し
た
。

昨
秋
、
こ
の
無
料
化
関
連
事
業
の
一
つ
に
関
わ
る
ご
縁

を
い
た
だ
い
た
。
昭
和
四
十
六(

一
九
七
一)

年
に
能
登
海
浜

道
の
起
工
式
が
行
わ
れ
て
以
来
四
十
二
年
間
の
石
川
県
の

有
料
道
路
の
歴
史
を
一
冊
に
ま
と
め
る
仕
事
だ
。
平
成
二

(

一
九
九
〇)

年
に
石
川
県
道
路
公
社
が
発
足
し
た
際
に
発

行
さ
れ
た
有
料
道
路
二
十
年
史
の
後
を
受
け
る
形
で
製
作

さ
れ
た
た
め
、
正
確
に
は
そ
の
後
の
二
十
二
年
分
が
今
回

の
主
な
対
象
と
な
っ
た
。

六
月
に
刊
行
し
た
記
録
誌
「
石
川
の
有
料
道
路
の
あ
ゆ

み
」
の
制
作
に
あ
た
り
、
過
去
数
十
年
分
に
わ
た
る
膨
大
な

資
料
を
読
み
、
関
係
者
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
っ
た
。
そ
の

際
、
多
く
の
方
が
「
あ
の
時
、
あ
の
決
断
を
し
て
よ
か
っ
た
」

と
口
に
し
た
。
赤
字
路
線
覚
悟
で
奥
能
登
を
貫
く
縦
貫
道

を
造
っ
た
こ
と
、
実
質
的
な
値
下
げ
の
敢
行
な
ど
“
あ
の

決
断
”
の
内
容
は
様
々
。
大
袈
裟
な
言
い
方
を
す
る
な
ら
、

ど
れ
一
つ
を
と
っ
て
も
ひ
と
つ
間
違
え
ば
石
川
県
財
政
を

圧
迫
す
る
要
因
に
な
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
事
柄
ば
か

り
だ
。
そ
の
、
無
謀
の
結
果
は
、
と
言
え
ば
―
―
石
川
県
道
路
公

社
が
管
轄
し
た
路
線
全
て
が
料
金
徴
収
期
限
よ
り
も
前
の

無
料
化
を
実
現
し
て
い
る
。

そ
こ
に
は
多
く
の
人
が
口
に
し
た
“
あ
の
決
断
”
の
意

志
を
継
ぎ
、
思
い
を
繋
い
で
無
茶
を
ベ
ス
ト
に
変
え
る
た

め
の
多
く
の
努
力
が
あ
り
、
汗
が
あ
っ
た
。
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
語
ら

れ
た
汗
も
あ
る
。
語
ら
れ
な
か
っ
た
だ
ろ
う
努
力
は
語
ら
れ
た

も
の
よ
り
多
い
に
違
い
な
い
。
そ
れ
は
“
あ
の
決
断
”
が
、
自
分

の
た
め
で
は
な
く
、
利
用
者
の
た
め
、
地
域
社
会
の
た
め
成
さ
れ

た
こ
と
だ
っ
た
か
ら
こ
そ
の
も
の
だ
。

四
十
余
年
の
長
き
に
わ
た
っ
て
他
者
を
思
い
繋
が
れ
て
き
た

思
い
に
触
れ
る
機
会
を
い
た
だ
い
た
こ
と
は
、
私
に
と
っ
て
も

大
き
な
糧
と
な
っ
た
。
勉
強
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

残
念
な
の
は
「
あ
ゆ
み
」
は
記
録
誌
と
い
う
性
格
上
、
汗
も
努

力
も
ほ
ぼ
結
果
の
み
を
淡
々
と
伝
え
る
に
止
め
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
こ
と
だ
。
た
だ
、
別
冊
の
資
料
編
に
編
集
さ
れ
て
い
る
歴

代
理
事
長
の
座
談
会
に
は
、
そ
の
片
鱗
が
興
味
深
く
ち
り
ば
め

ら
れ
て
い
る
。
携
わ
っ
た
者
と
し
て
は
、
是
非
合
わ
せ
て
ご
覧
い

た
だ
き
た
い
。

●
能
登
海
浜
道
路

昭
和
四
十
六(

一
九
七
一)

年
着
工
・
四
十
八(

一
九
七
三)

年
開
通

●
能
登
半
島
縦
貫
有
料
道
路

昭
和
四
十
八(

一
九
七
三)

年
着
工
・
五
十
五(

一
九
八
〇)

年
開
通

↓
昭
和
五
十
七(

一
九
八
二)

年
、
全
線
開
通
に
あ
わ
せ
て
二
つ
の
有
料
道
路
の
総
称
を
能
登

有
料
道
路
に
統
一
。
現
在
の
愛
称
は
「
の
と
里
山
海
道
」
―
―
十
か
月
の
無
料
化
前
倒
し

●
川
北
大
橋
有
料
道
路

昭
和
四
十
六(

一
九
七
一)

年
着
工
※
１
・
五
十(

一
九
七
五)

年
開
通

―
同
七
年
三
か
月
前
倒
し

●
能
登
島
大
橋
有
料
道
路

昭
和
五
十
四(

一
九
七
九)

年
着
工
・
五
十
七(

一
九
八
二)

年
開
通

―
同
八
年
九
か
月
前
倒
し

●
田
鶴
浜
道
路

平
成
八(

一
九
九
六)

年
着
工
※
２
・
十(

一
九
九
八)

年
開
通
―
同
十
五
年
前
倒
し

※
１

着
工
年
は
加
賀
産
業
開
発
道
路
の
起
工
日
に
拠
る

※
２

有
料
道
路
事
業
の
着
工
年
。
公
共
事
業
と
し
て
は
平
成
元(

一
九
八
九)

年
か
ら
。

出
典
：
石
川
の
有
料
道
路
の
あ
ゆ
み
～
有
料
道
路
四
十
二
年
間
の
記
録
～

石
川
県

る
。人
間
の
行
動
は
極
論
す
る
と
、
恐
怖
を
因
と
す
る
も
の
と
、
欲
求
を

因
と
す
る
も
の
に
大
別
で
き
る
。
欲
求
に
は
、
我
欲
と
大
欲
が
あ
り
、

こ
の
国
の
民
は
変
わ
っ
た
と
い
え
ど
も
未
だ
大
欲
（
博
愛
）
を
忘
れ
て

は
い
な
い
。

し
か
し
、
世
界
標
準
は
真
逆
の
疑
心
暗
鬼
を
旨
と
す
る
。
つ
ま
り
、

清
き
明
き
心
の
ま
ま
で
、
こ
れ
ら
に
対
峙
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
そ
れ
が
こ

の
時
代
を
難
し
く
し
て
い
る
。

あ
る
競
技
で
日
本
の
応
援
に
非
が
あ
る
と
さ
れ
た
が
、
実
際
は
相

手
国
の
応
援
団
が
自
作
自
演
し
て
日
本
が
非
難
さ
れ
る
よ
う
に
企
ん

だ
と
報
ず
る
記
事
が
あ
っ
た
。

こ
れ
に
呆
れ
憤
る
気
持
ち
は
判
る
。
が
、
そ
の
ま
ま
で
は
同
類
と
な

る
。
幼
少
期
か
ら
他
人
を
信
ず
る
な
と
繰
り
返
し
記
憶
に
刷
り
込
ま

れ
た
哀
し
い
人
間
が
な
す
こ
と
に
は
「
罪
を
憎
み
て
人
を
憎
ま
ず
」
の

対
応
以
外
、
「
清
き
明
き
心
」
の
道
は
な
か
ろ
う
。
た
だ
、
「
清
き
明

き
心
」
そ
の
ま
ま
で
は
、
疑
心
暗
鬼
側
に
は
、
付
入
る
隙
だ
ら
け
の
阿

呆
に
見
え
る
こ
と
だ
ろ
う
。
こ
こ
が
難
し
い
。

戦
前
、
ア
ジ
ア
進
出
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
大
愛
・
博
愛
だ
っ
た
か
も
知

れ
ぬ
。
が
、
し
か
し
。
当
時
は
世
界
を
知
ら
な
過
ぎ
た
。
そ
し
て
手
段

を
誤
っ
た
。
そ
の
反
省
は
謙
虚
に
す
べ
き
で
あ
る
。

如
何
に
日
本
標
準
と
世
界
標
準
が
異
な
り
、
そ
の
上
で
「
清
き
明
き

心
」
を
失
わ
ず
、
善
き
国
と
は
如
何
な
る
も
の
か
を
伝
え
て
往
く
こ

と
。そ
れ
が
、
こ
の
国
の
民
に
課
せ
ら
れ
た
ほ
ん
と
う
の
開
国
・
国
際
化

な
の
か
も
知
れ
な
い
、
と
思
う
。

今
年
も
、
終
戦
記
念
日
が
近
い
。

寄
稿
『
思
い
を
繋
ぐ
―
無
謀
を
ベ
ス
ト
に
し
た
汗

』

フ
リ
ー
ラ
ン
ス
ラ
イ
タ
ー

小
杉

智
美

【
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

(

こ
す
ぎ

と
も
み

)

企
業
・
自
治
体

の
紹
介
、
案
内
、
広
告
、w

e
b

マ
ガ

ジ
ン
、
個
人
経
歴
の
作
成
ま
で
オ
ー

ル
ジ
ャ
ン
ル
に
手
が
け
る
。
文
章
を

通
し
て
表
現
力
、
想
像
力
を
ア
ッ
プ

さ
せ
る
講
座
開
催
準
備
中
。



先月の7月5日・6日と私の故郷である石川県能登町宇出津の「あばれ祭り」に3

年ぶりに行ってきました。店舗事業をはじめてから中々休んで行くことに不安が

あったのですが、今回はスタッフを信じて能登に帰省することができました。みん

なありがとう!!

さて3年ぶりに祭りに帰ったみて

①60基近くあったキリコが41基に減っていた事

※ひとことでいえば巨大な灯籠であり全高約5メートル～大きいもので

20メートル以上もある人が担いで動かす建造物です。

②地元出身以外であろう多くの若者が祭りに参加している事

③町内の法被を着ている人の方が圧倒的に少ない事

に驚きました。

①に関しては単に過疎化もあるのですが、それ以上に地元出身者で外に出た人た

ちが祭りに帰ってこない、もしくは帰っていても祭りに能動的に参加しない事が起

因しているように感じます。理由は多々あるとは思いますが、地元に残っている人

間との温度差みたいなものでしょうか、祭りに対するとらえ方が"同窓会程度"とい

う希薄になっているのを感じます。

②は能登を代表する祭りという事もあって昔から近隣の市町村から人は集まって

いたのですが、それはあくまでも観光客という立ち場でした。しかし①と相まっ

て"町内というコミュニティ"が弱体化しつつある中、祭りの担い手を外部の人たち

に依存せざるを得ないというのが現状でしょう。

③は②の結果です。昔は皆町内の法被を着用する事が当然でしたので『○○町の

人だ』とすぐわかりました。また自分の町内の法被が一番格好いいと自慢しあった

ものです。しかし今はどの町内の10代～20代の若者も同じような、言い方は悪い

ですがまるでチンピラのような恰好で練り歩いています。

ここからが本題で『祭りは地域観光資源となりうるか?』という論点に発展させた

いのですが、東京から連れていった家族やその友人の回答は"否"でした。

『神事というよりも、恐い若者達がただ呑んで暴れているようにしか見えない』

『祭りとしての美しい規律性や一体感が感じられない』

『他人の飲み会を覗きに来たような感じ』

とまあ散々な批評でした。

これらの意見だけで判断すべきものではありませんが、私にとって祭りとは"年に

一度、宇出津人に戻って方言で騒いで暴れる特別な日"だったので行政を含めてその

祭りを観光資源として外に打ち出していることに違和感を感じておりました。です

が、その地元民・地元出身者のものであるべきと考えている"祭り"が前述した要因

等からも、その意義を大きく失いつつあるのでは？と感じた事にすこし悲しくなっ

た帰省となりました。

東日本大震災から２年以上が経過した。青森県では太平洋側である八戸市や三沢

市が大きな被災を受けたが、岩手県、宮城県、福島県の被害があまりにも甚大であ

り過ぎたため、「第４の被災県」とも呼ばれ報道も少ないように思える。八戸市市

街地の臨海部は、工業団地、漁港・漁業関係施設、物流基地など産業関係で占めら

れているため、人的被害は被災３県の各都市に比較すれば少なかったが、被害額が

約1,200億円にも及んだ。

このような被災地再生の象徴として、また青森県や八戸市の観光振興という点が

配慮されたのか、５月24日に「三陸復興国立公園」が誕生した。これは、「陸中

海岸国立公園」（岩手県、宮城県）に青森県の「種差
たねさし

海岸階上岳
はしかみだけ

県立自然公園」を

編入し改称したものである。そこで、青森県外ではご存じの方が少ないであろう種

差海岸について紹介したい。

青森県の太平洋側を下北半島尻屋崎から南下してくると、八戸市北部まではほぼ

砂丘地帯が連なり、一方、八戸市の南側から岩手県北部にかけては、黒崎や北山崎

に代表される断崖絶壁も多く見られる岩石海岸である。種差海岸は両者の海岸地形

の中間に位置し、ウミネコの繁殖地で国の天然記念物の蕪
かぶ

島
しま

から大久喜
お お く き

に至る

12kmに岩石海岸と砂浜海岸が交互に続く海岸線であり、東北地方の太平洋岸に

あって特異な自然を形成している。私事であるが、10年ほど前に葦毛崎
あしげざき

から白浜

海岸を眺めた時、その砂浜の美しさが強烈に印象に残った。

約650種類を超える多様な植物が、わずか880haという狭い範囲で見られるの

も種差海岸の特徴である。これは複雑な海岸線に加え、草原や湿地など多様な環境

があること、春から夏にかけて千島海流（親潮）に乗ってくる冷たい東風の「ヤマ

セ」が吹く、冬に雪が少ない環境などがあげられる。

文化人も多く種差を訪れている。作家の司馬遼太郎は、日本各地を旅して執筆し

た『街道をゆく・第２巻陸奥のみち』で「どこかの天体から人がきて地球の美しさ

を教えてやらねばならないはめになったとき、一番にこの種差海岸に案内してやろ

うかとおもったりした」と絶賛している。日本画の巨匠である東山魁夷は、種差海

岸の一本の道をモデルにした名作「道」等の作品を残している。

これまで、八戸市は昭和６年に国立公園法が制定されたことを契機に「十和田国

立公園八戸コース」構想等の運動をしたがかなわず、昭和12年に国の名勝には指

定された。その後も国立公園化の動きはあったが実現しなかった。今回の「三陸復

興国立公園」への編入は喜ばしいことではあるが、これまでのかなわなかった運動

を顧みると、真の国立公園編入の評価基準とは何のかという多少の疑問も湧く。

現在、NHK総合の朝のドラマで八戸市の南に位置する岩手県久慈市を舞台にした

「あまちゃん」が人気を博し、観光客が増加している。ぜひ、足を延ばして種差海

岸に訪れてその自然美を味わって欲しいものである。。

きただより59 弘前大学地域社会研究会 上村 康之

『 「三陸復興国立公園」に編入された八戸市の「種差海岸」 』
『 "祭り"は誰のためにあるべきか 』
株式会社GARBAGE代表 川畠 嘉浩



対岸からここを訪れるために、この街最古の橋ロンドン橋の建設

がなされたようだ。ロンドンを陥落させるために人々の食を奪う手

段としてローマ軍はロンドン橋を破壊する強硬手段も辞さなかった

とのこと。現在はオーガニック・フード・マーケットとしてはロン

ドン1の規模を誇る。

英国、ヨーロッパの食材を中心に、生

鮮食品、チーズやハム、ソーセージ、パ

ン、その他の乳製品、オイルのほか、南

米からのスパイス、アジアからの野菜、

茶などのインターナショナル・フードが

輸入され、１３０を超す店が出店してい

る。

精肉や魚介、野菜が「ミドル・マー

ケット」、小規模生産のアルティザン

（職人の伝統技術による）フードなら

「スリー・クラウン・スクエア」、

ファースト・フードは「グリーン・マー

ケット」に大まかに分類されている。

常に新しい味を探求するシェフらも赴

くなど、バラ・マーケットは英国食文化

の発展の一翼を担う存在と認められてい

る。

21世紀に入り長期的な不況からの

復活を経た英国では、人々の経済活動も

活発になり市民らはスーパー・マーケッ

トの画一的な商品に飽きたらず、「より

美味しいもの」「体にいいもの」といっ

た食への関心が高まっている。

そのことをここオーガニックフード

マーケット「バラ・マーケット」で味わ

うことができる。今回の旅でおおざっぱ

な料理はあったけど、まずい料理には出

会わなかった。（つづく）

『富士の国から ～大魔神のたび～ 』

～英国の旅③～ 静岡県職員 溝口 久

大英博物館見物でくたくたになり、お

なかも空いたところで遅い昼食にと、ロ

ンドン・ブリッジの食品市場バラ・マー

ケットに向かった。市内の移動は専らバ

ス、そう例の赤色の2階建てのロンドン

バスである。バス乗車一回につき一律

2.30ポンドとなるが、長女が用意して

くれたオイスターカードを使うと1.35

ポンドと安くなる。

バスは低床車両であり、驚いたことに

いすやベビーカーも畳まずに搭乗可能な

スロープとその乗車スペースが用意され

ている。2階に乗ると市バスで街中観光

が楽しめる快適だが、乗車している時間、

降車するバス停を意識して早めの行動を

おこさないと降りそびれることにもなる。

揺れも2階は大きいから注意して移動し

ないとこける羽目になる。

バラ・マーケットに到着、そこはロン

ドブリッジ駅近くの高架下にある。

高架下という条件不利地、何か手を入

れないと薄汚れた雑風景のところを再開

発したエリアなのかなと思ったが、どう

も違うらしい。

バラはローズのことではなくて、

“Borough”は“自治都市”という意

味で、その歴史をひも解けば、なんと紀

元43年まで遡ることができる。この時

代からこの国に生きる人々の台所として

テームズ河畔にて栄えていた。


